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研究要旨  

（１）根治治療後も再発を繰り返し、頻回の入院が必要になる肝癌患者および非代償性肝硬変患

者の複数回入院・治療を捕捉できる肝癌・非代償性肝硬変患者データベースを構築するために

National Clinical Database(NCD)のプラットフォームを用いて開発を行った。 

（２）肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業に登録したウイルス性肝炎を背景に持つ肝癌・非代

償性肝硬変患者の臨床調査個人票からのデータを収集するデータベースを開発した。 

 

A. 研究目的 

（1）複数回入院・治療を捕捉できる肝癌・非

代償性肝硬変患者データベースを構築し、症例

データを収集する。登録施設に対して、症例登

録にともなうインセンティブ提供のシステム

を構築する。 

（2）肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業で

収集された臨床個人票を収集し管理するシス

テムを構築する。 

 

B. 研究方法 

（1）肝癌研究会追跡調査を元に肝癌患者の初

回入院用データ収集項目を策定する。複数回入

院用のデータ収集項目は、初回入院用データ収

集項目を基盤とし、入力業務の省力化を図るた

めに簡略化を行う。非代償性肝硬変患者データ

収集項目に関しては、初回診断時、複数回入院

時ともに新たに設計する。データベースの設計

終了後、National Clinical Database(NCD)上にデ

ータベースを構築し、分担研究施設にテストを

依頼し、テスト終了後、日本肝癌研究会追跡調

査参加施設を中心とした NCD参加施設に入力

を依頼する。登録症例数に応じたインセンティ

ブを参加施設に支払うシステムの構築を行う。 

（2）臨床調査個人票データベースに関しては、

臨床調査個人票に記載された項目を収集でき

るデータベースを SQL サーバー上に構築し、

フロントエンドは、Microsoft Access を用いて

入力を行う。 

 

C. 研究結果 

（1）NCD上に肝癌・非代償性肝硬変患者の複

数回入院・治療を捕捉できるデータベースを構

築し、データ収集を開始した。日本肝癌研究会

追跡調査参加施設に案内を行い、平成 30 年度

末までに 140 施設 163 診療科から初回入院

6615 人、入院情報 8435件分の入力を得た。入

力協力施設に対するインセンティブ支払いシ

ステムを構築し、登録症例数に従ってインセン

ティブの支払いを行った。各病院との質疑応答、

データベースの不具合修正を適宜行った。 

（2）厚生労働省を経由して提供される臨床調

査個人票用のデータベースを作成し、入力を行

った。 
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D. 考察 

当初の予定通り肝癌・非代償性肝硬変患者の

複数回入院を補足できる我が国初のデータベ

ース構築を行う事ができた。今後はさらに参加

施設を増やし、データの充実を図る。得られた

データは、今後解析することによって当該患者

の実態を解明し、さらには診療ガイドラインに

資するエビデンスの供給を行えるものと考え

られる。インセンティブ支払いは先進的な試み

であったが、十分に機能することが実証された。

タスクシフティングを促進し、医療現場の負担

につながると期待される。 

 

E. 結論 

再発を繰り返す肝細胞癌、頻回の入院が必要

となる非代償性肝硬変患者の実態把握のため

の全国的データベースを構築し、運用を開始す

ることができた。 
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